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御承知の よ うに、土壌 改良剤特に合成高分子系改良剤 は 1 0 年位前に アメ リカのモ ンサ ン ト社か ら

M ク リ リウ ム け とい う商 品名 で 販売 き外 その後他 社か ら もい ろ い ろの製 品 が紹 介 され ま した 0 そ してこ

その当時 ア メ リカばか りで な うわが 国 の学 界、 業 界 を もに ぎ わ せ ま し た。 ところが、 その後 ア メ リか

では改良 剤 ブー ム も次 第 に下火 に な りま した● そ こで 日本 で もその よ うに な るの で は な いか との ご意

もー 部 あ る よ うで す が 、 私 は そ うで あ る とは 考 え ま せ ん 。

と申 します の は、 ア メ リカの農 業 と日本 の農 業 とは根本 的 に 達 つ て い るか らで す 0 したが って 土壌 改

良剤が アメ リカで 問題 に な らな くて も日本 では 問題 に な る と思 います 。

そ の理 由 を 申 しあ げ ます と、 まず アメ リカは御 承 知 の よ うに 土地 が 非常 に 広 く土 壌 条件 の比較 的 長 い

と ころ を耕地 とし てい ます 0 日本 で はその よ うな わ けに は ゆ き ませ ん か ら重 粘 な土 地 も、傾 斜地 も、交

通の便 さえぁれば全部耕地 にしています 0 つ ぎに、 アメリカでは特殊な地域 を険 し†て一般に輪作 の中に

緑 肥 作物 を と り入 れ、 そ れ に よつ て土掛 こ有機物 を補 給 して い ます ○それ で もな お有放 物 が足 りない と

い う問題 が あ る よ うで す 0 一方 日本 で は輪 作 を と り入 れ るだ けの農 地 はそ うあ りませ ん っ先 般北 海 道へ

行 きま したが 、北 海道 で は輪作 も可 能で し よ うが 、 内地 特に 近 農地 方 で は不 可 能 か と思 い ます 。’また ア

メ リカは 雨量 が少 な く、 耕地 は概 して平 坦 で すが 、 先 に 申 しあ げ た よ うに、 日本 で は可 成 りの債 斜地 も

耕地 として利用 し、その上雨が多 いので当然土壌 侵食がわこ ります 0 したがつて土壌 の物理性 の改長が

問題 に な ります 0 さ らに もう一 つ の理 由 は収量 の 問題 です 。 ア メ リカの農 業 で は単 位面 積 当 りの収 丑 が

少 な くて も面 積 で わ ぎ なつ て ゆ けますが 、 日本で は面 積 で お ぎ な うこ とが で きませ んか ら、土 功 を改良

して単位 面 積 当 りの収 量 を極力 あ げて ゆか な けれ ば な りませ ん 。

以 上 の理 由か ら、 ア メ リカで 問題 に な らな くて も、 日本で は 土壌 改 良、 そ うい う意 味に お い て土 壌 改

良剤が大 切 に な る と思 い ます 。

さて 代ク リ リウ ム 竹が 紹 介 され た当 粗 暴 林省 で は試 験研 究 の結 果、 日本兵 業 は 付ク リリウ ム けな ど

を問題 と しな いで、 ど こ まで も自給 肥料 で ゆ くべ きで あ る と一 応 結論 づ け られた よ うで あ ります 。 しか

し当 時 の農 業 に 比べ現 在 の農業 は変 つ て きて お り、 これ か らの農 業 は 更 に変 つ て ゆ くと思 います 。当 時

農村では過 剰労働九 二・三男対策 とい うことが重要 な問敷 こなつていました。 したがって、資材 を購

入して土壌 改良 をす るよ りは、 山草 を刈 つ てで も自給 肥料 を増 産 して土壌 改 良 をす べ きだ と考 え た ので 、

これは当然 の ことと思 います 0 現在 は農村において ほ 刻な労力不足 とい うことで農業事情は非常 に変

つて きて い ます 。

また これ か らの農 業 の推 移は・誰 に もはつ き り予 測 で き ませ ん が、 私 な りに予 想 し ます と土 壌 改 良剤 は

やは り重 要 に な る と考 え ます 。か つ て土壌 改 良熟 ま成 功 しませ ん で したが、 これか ら説 明 します よ うに、

これ か らの農 業 では改 良剤 が成 功す る公 算 力声非常 に大 きい と思 い ます 。

＊本文の土壌 改良剤 は合成線状有機高分子系改良剤 をさす 0 （編 集者荘）
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（ 1） 特許 叩ク リリウ ム けが 入 つ た当 時 、 日本 で も二 、 三 の メ ーカ ーが 試 作 品 を作 りま した 。 しか

モ ンサ ン ト社 が広 範 な特許 を取 つ て お り特 許料 を支 教 わ な けれ ば な りませ んで した 。そ こで メ ー カー

特許料 を私つて まで製 品化す るこ とに踏 みきれなか つた と思います 。しか し最近 の改良剤は外 国に特

科を私 う必要 は あ りませ ん 。

（ 2） 価 格 什ク リ リウ ム 竹は 土壌 改 長 上 た しかに 効 果 を もつて い ま した が値 段 が 高 くて、 とて も経

的に な りた ちませ ん で した 。当初 1 晦 1，5 0 0 円で 、そ の後 1，0 0 0 円 まで値 下 げ しま したが、 これ

は何 と して も高 す ぎます 。最近 の合 成 高 分子 系改 良 剤 は 1 Ⅹ辞7 5 0 円か ら 5 5 ロ円舞 産 まで に な つて

1 り、将来更に値下げで きる見透 しの よ うです。

（ 3）．作 付体系 土壌の物 理性の改良 は水田で も大 切ですが 、畑地 において特に重要 な問題 です 0 現

．、畑作羨興が叫 ばれてい ます。、読菜園芸作 物は もちろんの こと、家 畜飼料 も自給 しなければな りませ

・ か ら飼料作物 の増 産 も必要 です 。この よ うに畑作が増 加 します と、畑地 土壌 の物 理性 の改良が必要 で

。また水稲 も将来直播栽培 に なれば、やは り水 田土壌 の物理性 改良が 問題 にな ります 0

（ 4） 鞍械他 日本農業が 機械化 されてゆ くことは間違 いあ りません（ その際、機械の能率 を考 える

土壌の物理性が問題に な ります 。た とえば重粘土壊では機械化 しに くいですが、それを団粒革造 にす

，ば概械化 を容 易にし、また携械の作業能率を高め ることがで きます●

5 ） 自給肥 料 の減 少 先 ほ ど 申 し ま した カミ農村 で は労力 不足 を きた して い ます 。そ れ だ けで な く、

：家 の生 活 向上 を考 えな けれは な りま せん 0 昔の よ うに、 また今 日 も’残 つ て い ます が 、朝 早 くか ら山野

．出か け、草を集めて自給 肥料 （堆肥 ）を作 るような農業に対 しては、若い人 は魅力 を失 つてきていま

・ 。 この 債 向は 更 に 強 くな る と思 い ます ○また 緑肥 を 輪作 に 採 り入 れ るだ けの余 裕 もあ りませ ん 0 さ ら

周肥 に つい て考 えてみ ま しよ う。一方 で は畜 産振 興 の 声 もあ り、 それ に と もなつ て厩 肥 は増 産 きれ る

i し よ う。 しか し今 まで の よ うに多 角化 経 営 として各農 家 が 小 数 の家 畜 を もつ こ とは むず か し くなつ て、

層飼乱 主 産地 形 成 とい う方 向 を と るで あ りま しよ う0 そ うな ります と厩 肥 は増 産 されて も、 それ は

，る地 坪 こ偏 在 し、厩 肥 の 捨 て場 に困 る と ころ と、厩 肥が 欲 し くて も無 い ところ とが で き るで し よ う。

（6） 作物選択性 の虻犬 種 々の作 物を作 りうる囲場を造 らなければな りません 0 す なわち、作 物に

すし不適地を適地 に変 えてゆ くことが農 業経 営を安 定 させ るために必要 です 0 従来 あ る作物の適地でそ

作物に対す る土壌改良試嘩を していたか ら、 その成果が出に くい面 もあ りました 0 今後は、あ る作物

：とつて不適地 を ほ 壌改良 して適地 に変 えてゆかなければな らないし、そ うす ることによつて土壌改

こ剤 の効 果が たか め られ る と思 い ます 0

（7） 栽培の省力化 土壌改良 して も従来の栽培法 をそのまま採用 して、 それで増収が得 られ ないか

．、土壌 改良の効果が ない ように判断 され る場合が あ りますが、それは間遠 っています 。土壌 改良す れ

L そ れ に ともな つ て栽培 法 を変 えて ゆ くこ とが 必要 です 0

土壌 改 良剤 を使 つ て中 耕 を省 くこ とが で き るよ うに なつ た とい う試 験 成 繚 もあ ります が 、 この よ うな

壌も、 栽培 の省力化 とい う面か ら、これか らの農業 に とつて大切 な問廣 だ と思 います 0
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